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第16回●メールの重複は誰のせい？
なにやってんだよ

！
池田健二（インプレスグループ・ラボ）

ヘッダーを見よ！
早合点しないでほしいのは、メール用の「traceroute」というコ

マンドは存在していないことで、普段何気なくやりとりしているメ

ールの中に、中継したメールサーバーの名前が書かれている。

先月号でちょっと触れたので、読者諸兄はメールのヘッダーを注

意して見るようになっただろう。だからすでにお気付きだと思うが、

「Received:」に中継したメールサーバーの名前が記録されている。

中継するルーターが不調だとパケットが消失することがあるのと

同様に、中継してくれているメールサーバーが不調だとメールが消

失する。ここで注意してほしいのが、消失するだけではなく、まれ

には2個に増える場合もある点だ。

中継しているサーバーの不調を見破れ！
中継しているルーターでまったく同じパケットが2個送り出された

場合は、プロトコルであるTCP/IPが重複を取り除いてくれるが、メ

ールの場合は素直に2通届く。

こうしたメールは内容が同一なので「あれ、さっきも読んだなぁ。

相手が誤って2通出したのかな？」と思うことが多いだろう（事実

そうした場合が多い）。しかし、中継するメールサーバーの不調が

原因で、途中で2通になっている場合もありえる。

これを判断するためには最初にヘッダーの「Message-Id:」を見

る。異なる「Message-Id:」の場合は相手が2通送ったことを示し

ているが、「Message-Id:」が完全に同一の場合は、どこかのメー

ルサーバーの不調が原因と考えられる。

メールサーバーは、「送り出し」「中継」「受け取り」（ユーザーが

読むまで保存）の3つに分けられるが、どれも同じく、受け取るご

とに「Received:」をメールの先頭に追加し、ついでに中継IDも記

録してくれる。この中継IDは転送するたびに異なるものが使われる。

つまり、2つのメールの「Received:」が完全に同一でない場合、

異なる中継IDのメールサーバーとその前のメールサーバーとの間で

重複が起きていることを示している。こうした場合、送っている側

本誌1996年12月号のこのページで紹介した「traceroute」（トレースルート）は、
中継してくれているルーターの名前を表示してくれるおもしろいツールだが、
電子メールにも、こうした中継してくれているサーバーをトレースする機能がある。

ネットワーク管理者・池田の

のメールサーバーが不調であることがほとんどだ。

メールの重複の原因はほかにもある
実は、これ以外にもメールが転送されている箇所があるのにお気

付きだろうか？そう、プロバイダーのメールサーバーから自分のマシ

ンに持ってくるときだ。この転送で重複することも十分にありえる。

自分で使用しているメールソフトウェアは「Received:」を追加

したりはしない。つまり、一番最初の行に出てくる、プロバイダー

のメールサーバーが受け取ったときに付けた「Received:」までも

が完全に同一ならば、自分のマシンに持ってくるときに重複してい

ると考えられる。

この手の重複は、経験上からは「メールをサーバーに残す」とい

う設定にしているユーザーによく起こる。自分のマシンがクラッシ

ュした場合に備え、プロバイダーのメールサーバーにも残しておこ

うという気持ちはよく分かるが、それがもとで重複メールになると

したら…。

悪いのはどこなのかを正しく見極め、オカド違いのところへ問い

合わせないように気を付けよう。自分の無知を知らせるだけだ。

メールが重複したときはここを見よう！
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